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背景
➢ レタス等、露地野菜での契約取引が増加。

「定時・定量出荷」に対する取引先の要求
➢ 気象条件によって生育が影響されやすい。

出荷時期・数量の正確な把握が困難
→露地野菜の契約取引を行う出荷団体を対象に

出荷予測システム（アプリ）を開発

開発のポイント
➢ 工業製品のような生産方式の導入

契約に対応した「ジャストインタイム」出荷へ
➢ 作付圃場ごとに生育シミュレーションを行い、

その結果を集計して週別出荷数量を予測
➢ 最新の気象データをオンラインで取得して、

より正確な生育シミュレーションが可能

利用による効果
➢ 出荷団体は収穫前に出荷数量を把握できる。
➢ 取引先に、事前に出荷情報を提供できる。

→露地野菜の契約取引の安定化に貢献

出荷予測システムの構成概要

圃場別の生育シミュレーション
（生育モデルと気象データに基づく）

収穫可能な全圃場の在庫数量

アプリ本体

圃場画像
モニタリング
による補正

生育調査
による補正

出荷団体での週別出荷数量予測値

集計

オンライン気象データ配信サービス
メッシュ農業気象データ／MetXML

気象データをオンラインで取得

収穫予定
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本研究やシステムに関するお問い合わせは、
担当・菅原幸治（農研機構農業技術革新工学研究センター）までお願いします。
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レタス出荷予測 Excelアプリの画面例
圃場別の生育シミュレーションを行うシートの画面
赤い部分のセルが、利用者による入力項目
作付圃場ごとに収穫可能日と数量が算出される。

圃場画像モニタリングや生育調査データの併用

圃場別・日別
の推定葉齢

定点カメラによるレタス圃場のモニタリング画像
植被率を算出して生育シミュレーションの補正を行う。

定植期

収穫期


